
番号 質問事項 回答事項

1

仕様書P.1 ４.事業内容 ⑴森林所有者への通知、許諾の取得につい
て、「近年の施業実施状況及び今後の施業実施の意向に関するアン
ケートを送付し、調査許諾を得るとともにアンケート結果の集計を
⾏うこと。」となっております。
・上記の業務についてのマニュアル及びアンケート様式等はありま
すでしょうか。あるようでしたらご提⽰いただけますと幸いです。

 現時点ではアンケートの様式等は定まっておりませんが、Ａ４⽤
紙１枚に数問程度の問（基本的に選択式）があるアンケートを契約
後にお⽰しする⽅針です。

2

仕様書P.2 ４.事業内容 ⑵.⺠有林に関する調査 ア.現地調査の実施に
ついて、「なお、① で痕跡が確認できなかった場合は、③を省略す
ることができる。」と、1990年以降の施業痕跡が確認できなかった
場合、標準地調査を省略できるといった内容になっております。
・上記変更により、施業痕跡確認のための踏査は、過年度調査以上
の作業量を想定していますでしょうか。もしくは過年度調査と同等
の作業を想定しておりますでしょうか。
・施業痕跡が1990年以降のものであるか否かを判断できるマニュア
ル等はありますでしょうか。あるようでしたらご提⽰いただけます
と幸いです。
・現地調査の際、施業痕跡が1990年以降のものであるか否か判断で
きなかった場合は、標準地調査を実施する想定でよろしいでしょう
か。

 施業痕跡の状況確認に係る踏査は過年度調査と同等であり、伐根
の腐朽度や年輪調査等により確認することとします。
 契約後、過年度に同⼀⼩班を調査した際の情報をお渡しするので
参考にしていただきつつ、現地調査で施業痕跡が1990年以降か否か
判断できなかった場合は標準値調査を実施してください。
 作業の詳細は林野庁HPに掲載の調査マニュアル
（https://www.rinya.maff.go.jp/j/sin_riyou/ondanka/ondanka_zig
yo.html）を参考にしてください。
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